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文化大学 第 15回講座の
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経緯と方針について 
改めて簡略に確認しておきます。 

本調査の経緯と方針は国土交通省北海道開

発局室蘭開発局建設部が平取ダム建設でアイ

ヌ文化にどのような影響を与えるかについて

独自に文献情報等を収集する一方で、現地調

査実施の可否について、平成 14 年 12 月平

取町に打診を行いました。問題の性質上、平

取町教育委員会との協議が必要であったの

で、平成 15 年 1 月 16 日に室蘭開発建設部

沙流川ダム建設事業所と平取町教育委員会文

化財課、各々の担当者による会議が開かれま

した。 

沙流川ダム事業所より、アイヌ文化に関わ

る調査の実施を平取町に委託したい、また調

査に地元住人の参画を得るようにしたい旨の

意向が表明され、要請されました。平取町教

育委員会を中心に行った検討の結果、業務を

受託、３ヵ年の計画で実施することとなりま

した。その理由は次の 4 点で、第１に、アイ

ヌ文化の継承と振興を進める上で避けられな

い課題であること。第２に、「沙流川流域にお

ける伝統的生活空間整備構想」に深く関わる

問題を含んでいること。第３に、この種の調

査が仮に他の専門機関等に委ねられた場合で

も、地元のアイヌの人たち自身の参画が得ら

れるようにすべきことは平取町教育委員会文

化財課としての従来からの見解でもあり、こ

の点については町が直接受託することでより

実効性を高められると考えられたこと。第４

に、沙流川総合開発事業の速やかな推進は平

取町自体が北海道開発局に積極的に要請をし

てきた事項であることです。 

調査室内の作業分担 

調査室内では班とグループで作業分担され

ています。班は現地調査班、データ集積班、

聞きとり班、シミュレーション班、総括班が

あります。現地調査では平取ダム建設予定地

において、アイヌ文化に関わりの深い動植物

の分布状況と生育・生息環境の特徴を知るこ

と、さらに地名・史跡・その他アイヌ文化に

関連のある場所などを確認する作業を行いま

した。それぞれの調査から得られるデータは、

データ集積の担当者が電子データ化し、後に

活用するために分類・集積しました。聞きと

り作業は地域の人たちの「声」「記憶」「想い」

を記録し、ほかの分野とのデータ関連付けを

行いました。シミュレーション作業は、主に

平取ダム建設予定地の模型作成や、コンピュ

ーターを用いて各調査から得られる情報を地

図化・可視化することを中心に行いました。

総括班はこれらの作業を円滑に進めるべく業

務総括、会計処理を行い、調査委員会・イオ

ル文化大学の運営を行いました。実践作業と

しては、植物栽培実践と食文化試行が行われ、

アイヌ民族の植物利用および食文化の理解、

さらにそれらの栽培の可能性を探り、試みる

調査を行いました。 

３年間の調査の展開 

調査の1年次はスクリーニング、基礎調査

を行い、調査委員会を構成し啓発講座（イオ

ル文化大学）を開始しました。2 年次は本調

査に入り、調査委員会の基本見解を示し中間

報告を提示しました。3 年次は保全・代償対

策検討と調査全般の総括を行い、まとめ作業

に入っています。 



 


